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ま
さ
み

自
由
民
主
党
議
員
団

内
川　

和
久

自
由
民
主
党
議
員
団

ひ
ぐ
ち　

和
正

共
同
住
宅
等
の
住
居
表
示
と 

管
理
者
の
表
示

 
　

管
理
人
の
連
絡
先
な
ど
を

記
載
し
た
表
示
板
の
設
置
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
指
導
要
綱
の

条
例
化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

住
宅
政
策
審
議
会
へ
の
諮

問
お
よ
び
答
申
を
経
て
、
条
例

制
定
の
手
続
き
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

 
　

住
居
表
示
プ
レ
ー
ト
掲
示

を
徹
底
す
る
た
め
の
区
の
方
策

は
。

 
　

住
居
表
示
の
意
義
、
法
的

根
拠
な
ど
を
十
分
説
明
し
、
プ

レ
ー
ト
の
掲
示
の
徹
底
を
図
り

た
い
。

中
野
富
士
見
中
学
校
の 

跡
地
利
用

 
　

旧
中
野
富
士
見
中
学
校
の

問答問答問

空
き
教
室
を
、
健
康
増
進
と
地

域
の
交
流
場
所
と
し
て
、
柔
剣

道
、
卓
球
な
ど
が
で
き
る
よ
う

開
放
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

 
　

区
有
財
産
の
有
効
活
用
、

財
源
の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 
　
（
仮
称
）す
こ
や
か
福
祉
セ

ン
タ
ー
は　

時
間
３
６
５
日
相

２４

談
を
受
け
付
け
る
の
か
。

 
　

緊
急
の
電
話
連
絡
に
つ
い

て
は　

時
間
体
制
を
組
む
計
画

２４

で
あ
る
。

 
　
（
仮
称
）す
こ
や
か
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
若
者
の
悩
み
ご
と

や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
が
で
き
る
窓
口
と
な

る
の
か
。

 
　

ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
心
の
健

康
の
問
題
で
あ
れ
ば
十
分
に
対

応
で
き
る
と
考
え
る
。

答問答問答

中
野
駅
周
辺
開
発

 
　

警
察
大
学
校
跡
地
開
発
が

進
ん
で
い
る
。
南
北
通
路
整
備

と
南
側
の
中
野
三
丁
目
の
接
続

整
備
は
同
時
に
行
う
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
、
区
長
の
見

解
は
。

 
　

南
北
通
路
の
整
備
と
南
口

の
接
続
は
タ
イ
ム
ラ
グ
の
な
い

形
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
　

桃
園
通
り
は
道
幅
も
狭
く
、

商
店
街
も
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
、

問答問

一
般
車
な
ど
の
補
助
動
線
と
し

て
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
極

力
、
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
し

て
は
ど
う
か
。

 
　

歩
車
分
離
を
図
る
な
ど
、

買
い
物
客
が
安
心
し
て
歩
け
る

環
境
整
備
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 
　

中
野
三
丁
目
側
の
駅
前
広

場
は
、
歩
行
者
主
体
の
計
画
と

聞
い
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
自
転

車
駐
車
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 
　

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
利

用
者
に
配
慮
し
た
一
定
の
自
転

答問答

車
駐
車
場
を
整
備
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

 
　

中
野
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
の
形
が
み
え
て
き
た
。
に
ぎ

わ
い
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
、
ま
ち
を
商
品
化
す

る
こ
と
で
新
た
な
財
源
が
確
保

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 
　

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
は
、

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し
て
、
人

問答

を
呼
び
込
み
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
た
め
の
動
き
で
あ
る
。

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

な
要
素
で
あ
り
、
相
互
に
関
連

づ
け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

自
由
民
主
党
議
員
団

き
た
ご
う　

秀
文

無
所
属

佐
藤　

ひ
ろ
こ

（
仮
称
）
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 
　
（
仮
称
）南
中
野
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
が
当
初

よ
り
遅
れ
る
よ
う
だ
が
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

 
　

民
間
住
宅
と
の
複
合
施
設

か
ら
、
障
害
児
の
療
育
施
設
と
、

障
害
の
あ
る
中
高
生
の
た
め
の

放
課
後
施
設
の
、
３
つ
の
機
能

を
持
つ
複
合
施
設
と
す
る
こ
と

に
変
更
し
た
こ
と
、
ま
た
財
政

問答

見
通
し
を
勘
案
し
た
こ
と
か
ら
、

　

か
年
計
画
（
第
２
次
）
に
お

１０け
る
第
３
ス
テ
ッ
プ
で
の
整
備

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
学
生
へ
の
防
災
教
育

 
　

防
災
の
担
い
手
と
し
て
、

中
学
生
に
対
す
る
防
災
教
育
の

推
進
や
啓
発
普
及
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 
　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
の
資

料
作
成
も
含
め
、
区
、
学
校
、

問答

消
防
団
な
ど
の
各
団
体
が
連
携

や
協
力
し
て
、
防
災
意
識
の
啓

発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
南
部
防
災
公
園

 
　
（
仮
称
）南
部
防
災
公
園
の

供
用
開
始
が
遅
れ
る
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

 
　

公
園
整
備
に
必
要
な
多
額

の
事
業
費
確
保
の
た
め
、
国
の

補
助
金
や
東
京
都
の
交
付
金
を

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
国
や
都
の
財
政
状
況
を

見
て
、
用
地
の
分
割
取
得
も
視

野
に
入
れ
た
事
業
年
度
見
直
し

に
よ
り
、
各
年
度
ご
と
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

問答

区
民
参
加
の
検
証

 
　

区
は
予
算
編
成
の
段
階
か

ら
、
検
討
中
の
主
な
項
目
を
区

民
に
示
し
意
見
を
聞
く
な
ど
、

編
成
過
程
へ
の
参
加
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
厳
し
い
緊
縮
型

の
予
算
策
定
が
必
要
と
な
っ
た

問

こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
事
業
名

が
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
区
民

に
直
接
か
か
わ
る
事
業
も
廃
止

さ
れ
る
中
、
意
見
を
聴
く
機
会

や
、
検
討
過
程
を
オ
ー
プ
ン
に

議
論
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

 
　

区
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

透
明
性
あ
る
編
成
に
し
た
い
。

答

高
齢
者
と
障
害
者
の
住
宅
施
策

 
　

都
は
東
京
モ
デ
ル
と
し
て
、

ケ
ア
つ
き
賃
貸
住
宅
な
ど
を
提

案
し
た
。
区
は
こ
れ
を
受
け
、

ど
う
検
討
し
て
い
く
の
か
。

 
　

建
設
費
補
助
制
度
も
導
入

さ
れ
る
。
都
や
保
健
福
祉
部
門

と
の
連
携
・
調
整
を
図
り
た
い
。

問答消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
移
転

 
　

消
費
者
団
体
に
は
何
の
説

明
も
な
く
、
消
費
者
相
談
事
業

の
拡
充
を
理
由
に
区
役
所
へ
の

セ
ン
タ
ー
移
転
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
消
費
者
団
体
の

活
動
の
場
が
現
セ
ン
タ
ー
に
残

る
た
め
、
団
体
と
の
連
携
や
支

問

援
が
後
退
す
る
の
で
は
な
い
か
。

 
　

関
係
者
へ
の
説
明
は
、
予

算
審
議
終
了
後
に
行
う
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
、
連
携
し
た

支
援
、
拡
充
を
進
め
て
い
く
。

 
　

消
費
者
相
談
は
匿
名
性
が

高
い
た
め
、
電
話
相
談
が
約
２

千
件
に
対
し
、
来
所
相
談
は
わ

ず
か　

件
と
少
な
い
。
人
目
の

８１

答問 選
挙
管
理
委
員
の
報
酬

 
　

区
の
選
挙
管
理
委
員
の
月

額
報
酬　

万
５
千
円
は
、
同
じ

２５

都
内
の
多
摩
地
区
の
平
均
額
と

比
較
す
る
と
お
よ
そ
３
・
８
倍

で
あ
る
。
こ
の
差
は
大
き
過
ぎ

な
い
か
。

問

 
　

大
都
市
東
京
の
基
礎
自
治

体
に
お
け
る
選
挙
事
務
の
公
正
、

中
立
を
保
つ
重
責
を
担
っ
て
お

り
、
相
応
の
報
酬
と
考
え
る
。

 
　

日
当
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

日
常
的
に
も
心
労
を
重
ね

て
頂
い
て
い
る
。
今
後
と
も
報

酬
の
あ
り
方
を
注
視
し
て
い
く
。

答問答

成
人
の
つ
ど
い

 
　
　

区
中
、
中
野
区
だ
け
が

２３

成
人
の
つ
ど
い
で
国
旗
・
区
旗

を
掲
揚
し
て
い
な
い
。
理
由
は
。

 
　

理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

 
　

国
の
法
律
に
基
づ
い
た
式

典
で
あ
り
、
掲
揚
す
べ
き
で
は
。

 
　

来
年
度
、
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

女
性
の
が
ん
検
診
受
診
の
向
上

 
　

子
宮 
頸 
が
ん
の
区
内
の
対

け
い

象
者
検
診
率
は　

％
と
低
い
。

１０

啓
発
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

 
　

区
報
な
ど
へ
の
掲
載
の
他
、

今
年
度
は　

歳
以
上
の
女
性
全

２０

員
に
直
接
受
診
票
を
送
付
し
た
。

 
　

子
宮
頸
が
ん
は
深
刻
な
問

題
だ
が
、
予
防
の
関
心
が
低
い
。

保
護
者
会
な
ど
検
診
対
象
者
が

集
ま
る
場
で
啓
発
を
行
っ
て
は
。

 
　

子
育
て
世
代
女
性
が
集
ま

問答問答

る
機
会
の
活
用
を
考
え
て
い
く
。

 
　

ワ
ク
チ
ン
が
認
可
さ
れ
、

接
種
可
能
と
な
っ
た
。
接
種
率

向
上
に
は
、
思
春
期
を
迎
え
る

女
児
が
女
性
の
成
長
や
健
康
を

理
解
す
る
よ
う
な
教
育
が
小
中

学
校
で
必
要
で
は
な
い
か
。

 
　

国
の
動
向
を
見
て
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
疑
項
目

◆
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ

い
て

問答多
い
１
階
ロ
ビ
ー
へ
の
移
転
は

不
適
切
で
あ
り
、
相
談
事
業
の

拡
充
に
は 
繋 
が
ら
な
い
の
で
は
。

つ
な

 
　

相
談
は
電
話
予
約
を
前
提

と
し
て
い
る
。
来
庁
に
交
通
の

ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
相
談
者
の

利
便
性
は
良
い
と
考
え
て
い
る
。

答

区議会
だより
区議会
だより

についてのご意見・ご要望は、
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